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衆
議
院
議
員
古
本
伸
一
郎
君
提
出
「
新
し
い
公
共
」
に
お
け
る
民
生
・
児
童
委
員
及
び
保
護
司
の
待
遇
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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衆
議
院
議
員
古
本
伸
一
郎
君
提
出
「
新
し
い
公
共
」
に
お
け
る
民
生
・
児
童
委
員
及
び
保
護
司
の
待
遇
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

民
生
委
員
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
一
条
に
お
い
て
「
民
生
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
つ

て
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
つ
て
相
談
に
応
じ
、
及
び
必
要
な
援
助
を
行
い
、
も
つ
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
も
の
」

と
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
民
生
委
員
法
（
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
百
九
十
八
号
）
に
よ
る
民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
す
る
」
と
、
保
護
司
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
二
百
四
号
）
第
一
条
に
お
い
て
「
保
護
司
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
つ
て
、
犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る
少

年
の
改
善
更
生
を
助
け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
予
防
の
た
め
世
論
の
啓
発
に
努
め
、
も
つ
て
地
域
社
会
の
浄
化
を
は
か
り
、

個
人
及
び
公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
、
そ
の
使
命
と
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
民
生
委
員
法
第
十
条
及
び
保
護
司
法

第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
、
給
与
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び

保
護
司
の
報
酬
の
在
り
方
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
活
動
に
対
す
る
実
費
弁
償
額
」
の
「
年
平
均
」
及
び
「
そ
の
活
動
に
対
す
る
応
援
の
仕
方
」
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員
法
第
二
十
六
条

及
び
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
が
負
担

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
都
道
府
県
等
が
負
担
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
普
通
交
付
税
に
お
け
る
単
位
費

用
の
積
算
基
礎
と
し
て
、
一
人
当
た
り
五
万
九
千
円
を
算
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
相
談
援
助
活
動

を
行
う
上
で
必
要
な
知
識
及
び
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
に
対
す
る
補
助
等
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
し
や
す
い

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
今
後
と
も
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

の
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 

 
 

保
護
司
の
職
務
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
で
あ
る
保
護
司
実
費
弁
償
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
予
算
に
お
け
る
総

額
が
、
前
年
度
か
ら
約
四
千
百
万
円
増
額
し
、
約
四
十
八
億
五
千
三
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
保
護
司
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
保
護
観
察
対
象
者
等
と
の
面
接
場
所
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
る
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
全
て
の
保
護
司
会
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ

て
、
今
後
と
も
、
保
護
司
の
意
見
も
踏
ま
え
つ
つ
、
保
護
司
の
活
動
の
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 


